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抑
評
と
紹
介
、

1

々
•對
照
せ
ざ
る

を
#
^
0

最
後
R
f

高
f t

-

-

K

叢
書
三 

f
B
五
十
三
頁
^

も
同
：1
"の
因
難
?>
:

6
:0 

本
書
記
述
0 .
.體
裁
は
前
述
の
如
く
歐
米
學
漭
の
學
說 

を
引
®
し
て
*
^

自
«£
0
^

し
き
を
證
■明
ず
る-
ょ
；cs

は
，
 

寧
ろ
主V

J

し
て
之
を
以
て
自
雜
に
代
ら
^

む
.る
0 ,
方
法 

を
採
6

れ.
る
が
爲
め
、
各
引
«
«
^
對
し
て
著
苕
が
如 

何
な
る
程
度
迄
賫
任
を
負
は
、
る
か
は
明
瞭
な
ら
すO

 

從
つ
て
本
書
に
載
せ
れ
る
學
說
に
對
し
て
吾
人
が
妄
評 

を
試
み
る
は
見
當
違
の
結
|

を
生
ず
る
0

處
な
し
ミ
せ.
' 

す
。

さ
れ

ど

、

_

所に
明
61.
に

著

考

_

象

の

說

ビ

看

錄 

し
得
可
き
も
の
な
き
に
し
も
非
ず
0

此
等
の
諸
說
の
大 

部
分
は
評
者
の
•
卑
說
ビ
略T

致
せ
る
も
の
ば
る
を
懌 

ぶ
"
喷
評
者
が.
疑
問
を
懷
け
る1

例
を
■

ぐ
れ
ば
、
第
七 

章

『

貨
條
價
値
を
*

固
確
實
な
ら
し
む
る
の
方
策v

j

其 

批
評』

中
著
者
«

百
四
十1

M

に

於

て『

現

幣

制

を

.革 

め
而
し
て
党
く
惯
値
を
镀
固
な
ら
し
む
の
策
^
し
て
は 

遂
に
物
價
運
泐
を
斟
酌
し
て
通
貨
を
調
節
す
る
の
外
な

ハ̂

る
 
4
0 

の 

s

a

^

>
b 
れ 

る
办 

%
,

'第
十
二
號

1
義

貨
即
ち
銀
行
券(

同

頁

第

四

行

參

照

.

)

：.
.
を

如

何

に

し

て 

調
節
ず
可
き
炉
の
方
：i
tc
就
き
て
は
著
教
_
身
の
静
細 

な
る
說.
明
を
缺
け
る
：が
如
し
。
他
の
稀
類
の
交
換
要
具 

0 :
數

量

：に

し
.
て
變
化
な
じ
S

せ
ば
、
,银
行
券
の
收
縮
が 

物
價
平
準.
に
影
響
を
與
ふ
可.

は
，明
か
な
&

vd
雛
も
、 

現
幣
制
を
維
持
し
金
の
自
由
鋳.
造
を
許
す
に
も
拘
ら
t ' 

銀.
行
券
の
收
縮
の
み.
に
依
^v

で
貨
幣
全
流
通
額
並
に
信 

用
を
同
程
度
に..
收

縮

し

以

て

物

價

を

調

節

し

.得

る

も

の 

.
X
KV V」

は
必
#
^

も
即
斷
す
る
こ
5

能
は
ざ
る
が
如
し 

此
問
題
は
鈒
行
券
調
節
の
方
法
如
^1
代
俾
3

て
或
は
解 

決
す
る
：こ
ビ
を
得
可
き
に
、
其
方
法
0

說
明
な
き
は
吾 

人
? )
遺
慽
^

せ
ざ
る
を
得
ざ
る
所
な
办
？
す
0

序
に
吾 

人
は
为
物
價
調
節
論
に_

し
て
斷
は
り
置
き
度
き
は
、 

著
*

は
評
者(

高
城)

が
フ
ィ
シ
ヤ
ー
氏
の
貨
幣
購
買
力 

調
節
案
を『
左
袒』
....せ

し

ミ

述

べ

：
ら

れ

：れ

る

も

、

評

漭 

は
唯
此
考
案
が
學
理
上
正
確
に
し
て
一
定
0

狀
«

の
.下 

に
於
て
は
有
效
的
に
實
施
し
得
る
も
の
な
る
こ
^
を
論 

じ
れ
る
の
，み
て
、
如
何
な
，る

事

犄

わ

も

、
各
國
殊

に
日
本
が
採
用
す
可
き
も
の
なA

V
J

唱
へ
れ
る
こV

し
な 

しV
J

思
惟
す
。
さ
れ
ば
、
評
潜
は
前
の
意
味
に
於
て
は 

フ
氏
案
に『

左
钳』

せ
る
も
の
な
る
も
’
後
の
意
味
に 

於
て
は『

左
*』

せ
し
に
非
ず
P

學
理
上
完
全
ぬ
ゲ
米. 

價
調
節
案
を
作
成
す
る
こ
ト
は
"

1

部
我
經
_
學
苕
の 

反
對
說
6

る
に
も
拘
ら
ず
，
不
可
能
に
非
ず
ざ
信
す
。 

さ
れV」

、

'之
を
實
行
す
へ
き
か
西
や
は
自
&
.
別
問
題
な

)
9 

r ̂

9
c

以
上
本
書
に
關
す
る1

ニ
の
愚
見
を
述
べ
れ
る
髮
" 

楚
等
は
決
し
て
其
の
眞
價
を
傷
く
る
も
の
に
.非
ず
。
さ 

れ
ば
、
吾
人
は
本
書
が
其
’の
’姉
妹
篇
ど
典
に
廣
く
世
に 

«
は
れ
ん
Y」

ビ
を
祈
办
て
E

^

wる
も
の
な
&
 (

s 

*
T

)

S

利
蕩
s
r

職

工

優

遇

論』

•

大
正
！！年
十
月
エ
業
敎
靑
會(

大
阪〕

筱
行 

鄉
版
三
苜
八
十
九
苡
風
攸
浓
圓
五
拾
饊
"

蓊
潘
宇
野
氏
は
紡
績
會
11
:

其
他
の
*;.
エ
場
忙
勞
働
せ
‘ 

る
男
女
職
エ
の.
齡
育
の
普
及
を
|1
る
を
目
的
$

し
職
，エ. 

問
題
に
關
す
る
種

.̂

の

著

述

並

：に

雜

誌

の

出

版

^

其
の

0
$
 

(

一
四
八
七)

批
賢
紹
介
い

'主
な.
る«

業
ビ
せ
る
大
版
市
の
エ
業
敎
育
會
の
主
»
に 

し
で
、r

我
.國

ぬ

於

け

る

紡

績

婦

物

エ

場

の

^
X

女

工

：の 

生
活
狀
態
に
最
も
精
通..
せ
る1

人
な
办
°
氏
は
幼
に
し 

て

父

を

失

ひ

自

活

：，の
爲
：め

種

：々

の

勞

役

に

服

し

た

り

し 

|

が
常
に
餘
睱
を
利
用
し
て
修
學
K

怠
£

ざ
6

き
？
十
數 

\

年
前
偶.
々
人
に
知
ら
れ
て
文
筆
の
士
ど
な
ぅ
"
爾
來
職 

K

問
題
を
實
地
的
R,

硏
究
し
て
、
著
書
に
雜
誌
に
其
の 

成
果
を
騷
表
‘せ
じ
が
、
今
囘
畢
生
め
事
業
岑
し
て
職
エ 

\

の
鐵
避
方
法
h
w

究
し 
>
 
其)

の
緒
果
を
ー
1
十
腕
册
ょ
$
 

一
成
る1

大
* '
述
が
1>
^

て
發
表
す
る
こ
^:
を
企
圖
し
、
旣 

に
第
一
册
を
Jb.
梓

せ

$
:°：
目

下

の

計

畫

は

總

論

三

篇 

\

#

論
十
八
篇
，
結
論
|,
篇

並

'に

附

錄

ニ

篇

を

著

は

す

に 

\

在
ぅ
て
，.

每
年
ニ
冊
宛
*

列
し
>
 
十

二

ヶ

年

に

'て

党

結 

一
す
る
も
0

な
ト
ビ
云
ふ
。.
完
成
0

曉
に
は
本
«
は
こ
特 

種
問
題
に
關
し
て
一
著
者
が
單
獨
に
執
筆
せ
る
書
物
S
 

し
て
^

外
に
，殆
ん
ど
其
比
類
を
見
ざ
る
大
篇
雄
作
れ
る 

可

く

し

オ

、
，
我

學

界

文

填

の

.
1
奇
«

た
る
を
失
はW

る 

可
し
.0
5

.

：>  
.

第

十■ニ
：
號.：

15

 
.:



谘'九

饴

(
i

R
八
八)

批
評
と
紹
介

玆
に
吾
人
の.
紹
介
せ
ん
ビ
欲
す
る
此
太
著

m
©

第
；1 

册
は..
即
ち
其
の
總
論
第1
編
に
し
て
、
題
し
て
.

『

職
工 

問
題
解
決
法』

.

ビ.
稱
す
9

著
者
は
冒
頭
勞
働0

0

性 

贺
を
明
示
し
、
次
に
我
國
の
.
T:
業.
が
今
や
當
さ
S
0
 

期
に
在
る
こ
ビ
を
指
摘
し
、
我
國
の
勞
傲
問
題
が
爲
め
一 

に
先
進
固
の
勞
働
間
®
ょ
办
も
複
雜
な
る
の
所
以
を
輪 

じ
，
我
國
に
於
け
る
特
種
の
弊
害̂
し
て
、
我

國

民

特
ノ
 

有
の
國
民
性"

並
に
風
俗
習
惯
が
エ
業
問
題
に
惡
影
響
. 

を
及
ぼ
す
の
事
實
ヽ
又
我
が
エ
場
エ
業
に
於
け
る
努
働 

潜
の
多
數
は
農
家
の
芋
女
が
一
時
的
に
從
業
せ
る
凝
に 

し
て
、
典
事
業
を
以
て
終
生
の
職
業

v
j

定
む
る
盏
少
な 

き
事
、
及
び
我
が
工
場
工
業
の
勞
働
時
間
は
槪
し
て
長 

く
且
つ
徹
夜
業
を
爲
す
エ
業
わ
：
る

事
等
を
擧
げ
れh
o 

斯
く
の
如
くV

我
國
の
工
場
問
題
は
特
種
の
性
質
を
備

\  

ふ
る
に
も
拘
ら
ず
、
我
國
の
.學
潘
が
两
洋
の
勞
働
問
題 

解
決
法
を
移
し
て
直
ち
に
之
を
我
國
に
應
用
せ
ん
W
8&

ず
る
を
槪
し
：て>
 
著
潘
は
左
0'
如
く
斷
言
せ.
り
0

『

然
る
|:
從
來
我
が
國.
の.
ェ
槳
勞
泐
漪
間
妞|:
就
き
，
賒
餞
研
究
か
試

•

i

i

 

ニ 

五
ニ

. '
み
ら
れ
れ
論
者
の
多
く
は

"

此
踅
製
丸
琪
柄
じ
對
す
る
浊
意

^

K

f

 

我
國
職
エ
問
妞
の

.

#

船
と
癸
ふ
祺
を
無
視
し
て
"

.

歒
來
賭
國
の
例
な 

度
ち
|~

我
國
|:

充
て
嵌
.め、
彼

の
.地|«
行
|1
:
:

れ
つ
、
ぁる
社
脅
政
0
 

4 -

、
底
譯
的| -

行
は
ふ
と
マ
る
が
如
吾
、

.

央
鉗
に
陷
リ
づ
、
ぁ
つ
? : 

の
で
あ
る

さ
れ
ば
"

著
禮
l

m -
國.
の
#

稲
の
£

間
題
'を
硏
究 

し
、
之
が
解
決
法
を
求
め
ん
ミ
欲
す
る
'も
の
な
る
が
、
 

我
國
^

雖
も
無
數
0 -
エ
業
ゐ
ぅ
、
又
數
千
の
勞
働
者
を 

廣
條
す
る
工
場
も
あ.
れ
ば
、
僅
が
.に
十
數
人
を
使
役
す 

る
^

過
ぎ
ざ
る

.̂
:場

，も
^

り

又

^
エ
も
在
れ
ば
女
エ 

も
在
办
て
"

此
等
0 '
:
癉
々
事
條
~
を
異
に.
せ
る
總
て
'のH

 

場.
並
に
工
業
を
對
象
ビ
じ
て
硏
究
す
る
は.
無
益
な
る
.こ 

w
へ
を
指
摘
し
て
、
罾
#
は
其
の
硏
究
の
標
準
ど
し
て
K
 

の11.
條
件
を
擇
べ
b
o

&

'

我
國
エ
湯
エ
業
中
、
最
も
多
数
の

■

職
工.

か
使
用
す
るH

_
れ
る

事
' 

-

.

乙

；
穴
エ
揚
紺
織
の

:«
:

場̂

、
最
も
多<

初

す

る

エ

粱
?:
ろ
祺

此
標
準
に

f

て
著
潜
の
せ
る
は
紡
績
工
業
ビ
 

織
物
エ
梁
に
し
て
、
此
兩
槌
は
即
ち
著
脔
の
職
H
M

遇

論
の
主
な
る
對
象
な
り
V
J
t
o

著
潜
が
我
丁
；業
の
.一
變
能
ビ
し
て
最
初
に
指
摘
す
る 

は
工
場
從
業
潘
殊
に
紡
績
織
物
工
場
從
業
潘
中
女H

の 

箸
し
く
多
數
'に
上
れ
る
の
事
實
な
b

マ
し
す
。
總
て
の
エ 

場
從
業
耆
の
劣
女
別
をS

る
に
男
工
は
四
割
三
厘
に
し
一 

て
、
‘女
：丄
は
五
割
九
分
七
厘
な
る
が

,

.
紡
績
工
場
R

於 

て
は
^H

1

割
八
分一ー |

厘
、.
女

工

八

割

？
分

七

厘

"
.
織 

物H

場
^

至
6

て
は
男
工
：

1

割
四
分.
ニ..
厘
、
女
エ
八
割 

五
分
八
厘
^
云
ふ
が
如
き
他
國
に
其
例
を
晃
ざ
る
女
エ 

_

を
示
せ
6
°

加
之
、''
此
女
工
の
大
多
數
は
嫁
入
前
の

\

 

妙
齡
の
婦
A
R

しV
、

從
つ
r

紡
織
織
物H

場
に
於
け 

る
女
工
間
の
，品
行
並
に
衡
氹
の
狀
餹
實
に
慘
慘
を
極
む 

棘
に
肺
結
核
患
漭
の
多
き
人
を
し
て
戰
慄
せ
し
も.
の

も

|  

P
P
O 

|

次
に
我
工
業
の
變
能
：
し
て
著
潜
の
細
舞
せ
る
は
其 

の
從
業
潘
の
大
多
數
た
る
女
工
が
出
稼
的
勞
働
者
に
し 

て
永
久
に
淇
職
業
に
從
事
す
る
者
殆
ん
ど
な
き
0

琪
實 

に
し
て
、.
其
勸
纘
年
月
數
の
苹
均
は
紡
績H

場
に
花
ぅ.

第

九

饴(

一
四
八
九)

批
評
と
紹
介

.
て
は1

.

年
七
ヶ
月
、
職
務
エ
場
に
«

6

て
は
«-
+-
*
年
九
ヶ 

月
な
b

ミ
す
。
斯V

©
.

如
く
女
エ
：
.
の
勸
續
:#
數
0

ー
知
期 

な
る
こ
^
«

自
ら
女
3 :
の
新
«

代
謝
を
意
味
し
、
工
業 

家
に
多
大
の
損
失
を
興
A

:̂
>
;0
み
：な

ら

ず

、

常

に

女

エ 

の
.募
集
に
苦
心
す
る
の
耍
办
ヵ
て
、
從
つ
T

會
社
間
に. 

激
烈
な
る
募
集
競
爭
生
じ
ー
其
の
結
果
種
々
の
弊
害
を 

藤
す
に
至
る
。

.

著
者
は
進
ん
で
紡
績
職
エ
の
賃
銀
が
英
國
の
五
分
の 

::1
>

米
國
の
十
分
の
一
に
過
ぎ
で
る
の
低
^
な
る
の
み 

な
ら
ず
，
國
內
の
他
の
工
業
に
比
す
る
も
尙
ほ
低
位
^
 

在
る
こv

j

を
指
摘
し
"

轉.
じ
て
我
慘
輝
れ
る
職H

®

狀 

態
^

に
於
，て
も
多
少
奪
を
强
4

す
る
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足
る
#
«
の
事 

聯
あ
义
こ.
^
を

述

，
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：
た

る

後
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最

後

は

職

エ

問

題

の
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決
法
を
論.
せ
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°

此
解
決
法
ど
し.
ズ«

通
擧
'げ
ら
る
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此
彐
卷
共
雜
獨
穴
は
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の
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し
て
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法
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せ
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決
法
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’
他

:
第 

t
 一

敏

I
k
H



餺

九

怨
(

_

ー
四
九
〇

)

批
評
と
紹
介

0

短
を
補
ふ
を
云
ふ
っ
而
か
も
著
遨
は
饞
遇
法
を
牛
^
 

し
他
を
從W

す
可
き
も
の
な
b
 W

論
じ
、.
他
の
.
總

て

の 

解
決
法
をH

大
別
し
て
補
助
法
敢
は
參
考
法
ビ
稱
せ
i
 

補
助
法
ビ
は
工
場
法
び
：勞
働
保
險
、.
江
寒
保
險
ヽ
，
學

理 

的
管
现
法
”

社
會
的
各
稲
の
舉
業
"

消
费
組
合
、
信
用 

組
合
"

勞
働
：姿.
員
、.
共
濟
組
合
等
を
云
ひ
"

參
考
法W

 

は
職H

組
合
".

最
低
貨
鈒
法
"

仲
裁
制
度
>
«

銀.
協
約
，
 

«

銀
保
全
策
、
宵
業
0

模
範
、
工
業
所
^S

,
保
譴
、
利
益 

分
配
、
エ
場
主
組
合
等
を
^

ふ
o

著
*

が
エ
»
法
以
下 

を
補
助
方
法
^

數
へ
し
は
、
其
等
の
癖
決
方
法
錄
比
；

H
 

場

法

，が

强

划

的

の

性

質

を

帶

ぶ

る

關

係

上
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弊
害
の
伴
a

‘ 

可
き
は
明
か
な
れ
ば
實
効
從
り
て
少
な
し
ゼ
看
做
せ
ん 

故
に
し
て
、
參
考
法
C

は
其
實
施.
の

必

要:^
念

名

他

國
 

に
於
け
る
#

其
の
經
驗
を
參
考
ヾ」

す
可
き
も

の
を
^
げ 

た
る
な
6
?

、就
巾
職
エ
紐
合
は
エ
場
從
事
齊
の
大
部
^
 

が

猶

識

の

程

贤

低

き

？

ー
；
時

的

^

就

業

せ

る

婦
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な
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な
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礙
遇
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+
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決
法
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し
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日
く
、
悲
慘
な
る
：女
工
の
生
活
狀
滕
に
對
す
る
責
任
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國
家
，
社
會
ブ
女H

自
身
並
に
企
業
家
の
共
に
分
擔
す 

可
き
も
の
f

ど
離
も,

最
；大
、責
任
«
は
企
業
家
な
れ 

|

ば

？
1

場
主
を
し
て
猶
々
，の
方
法
を
講
じ
て
女
エ
の
生 
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狀
態
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善
せ
し
む
る
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以
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當
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j
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決
法
は『

我
が
國
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場
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益
な
る
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實
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以
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著
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論
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な
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暢
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快
な
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身
の
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せ
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け
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績
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物
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因
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濟
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縱
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潘
が
*

/» 

に
其
所
信
を
開
搬
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成
せ
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め
ん
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終
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み
て
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勒
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評
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し
せ
ば
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本
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組
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の
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猶
聊
か
散
慢
に
し
て
ゾ
記
述
肅
議
共
^

|  

往
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せ
る
箇
所
あ
る
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を
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を
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可
き
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法
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し
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か
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